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　山田圭一（千葉大学）

　今回の哲学教育ワークショップのテーマを「シティズンシップ教育と哲学教育（哲学対話）」とさせていただいたのは、私自身この問題そのものを考えてみたいという内在的な動機も当然あったのではあるが、それ以外にも二つの外在的な理由があった。
　一つめの理由は、現在進められている教育制度改革の動向である。先の中教審の答申によって、2018年から小中学校における「道徳」を教科化することが決まり、その中身をどのようなものにするのかについての議論がこれから進められ、かつ、求められていくことになるはずである。また、おそらく現在開かれている中教審において、自民党の文教部会が従来から高校での導入を目指してきた新科目「公共」の創設が議論の対象になると思われる（この趣意文執筆の段階ではまだその内実は不明瞭だが、ワークショップ開催の段階ではもう少し明らかになっているかもしれない）。これらの一連の動きを後押ししている少なくとも一つの要因となっているのは、現在の若者は社会との関わりが希薄になっており、市民性や公共性（これらが何を意味するのかは多いに議論の余地があるところではあるが）の涵養が必要である、という現状認識にあるだろう（その認識が正しいのかどうかも多いに議論の余地があるところではあるが）。しかしながら、では具体的にどのような仕方でそれを涵養すればよいのか、という点に関しては、関係者がみな頭を悩ませているようである。私が文科省にヒアリングで呼ばれた際にも「哲学が何らかの理論的な基盤を与えることはできないでしょうか」という趣旨のことを聴かれたが、そのときの私にはあまり肯定的な回答を与えることができなかった。
　今回のワークショップを「シティズンシップ教育と哲学教育」というテーマを選ばせていただいたのは、このような喫緊の課題に対して哲学者に何か言えることがないのかということをみなさんと一緒に考えてみたかったからである。この二つの教育の関係という点では、たとえばソクラテスがアテナイの若者に対して行った教育は、ある意味でのシティズンシップ教育のひな形だと言えるかもしれず、哲学の歴史的な営みにはシティズンシップ教育のためのリソースが数多く蓄えられているように思われる。しかし他方で、哲学的思考のなかには市民性や公共性を打ち壊す破壊力も秘められているようにも思われる。私が以前ある研究会で、社会のルールそのものの妥当性を根底から問い直す「ロゴスの道徳教育」の授業実践を発表した際に、現場の先生から「危なすぎて道徳の授業では使えない」という趣旨のご意見をいただいたことがある。このように、シティズンシップ教育と哲学教育とのあいだには、ある種の緊張関係も存在しているように思われる。
今回はこのような問題意識と社会背景のもとで、「シティズンシップ教育」とはそもそもどのようなものであり、どのようなものであるべきか、そしてそれをどのような具体的な実践として行うことができるのか、そしてその際に哲学者が何某かの役割を果たすことができるのか、などといった素朴な問いを立てたうえで、これらの問いをみなさんと一緒に考えてみたい。
そしてこのテーマを選んだ二つめの理由は、本ワークショップの後援をしていただく日本学術会議において出される予定の提言にある。この提言の執筆には私自身も携わったのだが、その骨子を一言で言えば、「高校『倫理』を「＜知識中心の『倫理』＞から＜考える『倫理』＞へと転換しよう」というスローガンとして表すことができる。現在の高校「倫理」の授業がどうしても思想家の名前と思想のキーワードを結びつけて暗記することで終わってしまいがちであるのに対して、その思想家が抱えていた問いを自らの問いと重ね合わせ、自分自身でその問いについて考え、その考えを他者との対話を通じて吟味していく、という哲学本来のあり方を少しでも「倫理」の授業のなかに取り入れていただきたい、という強い思いが本提言には込められている。そして、このような哲学的な思考と対話のあり方が、「市民として公共的な課題に向き合う態度の育成に大きく寄与する」といういみでのシティズンシップ教育に資するはずであるという点も、本提言では強調されているところである。
以上のような二つの背景のもとで、今回のワークショップではシティズンシップ教育の可能性・必要性・有効性について哲学教育とのつながりのなかで検討してみたい。さらに可能であれば、「道徳」や「倫理」（あるいは新科目「公共」）においてどのような仕方で哲学的なシティズンシップ教育が可能であるのかを考えてみたいと思っている。
今回のワークショップではこのテーマにふさわしい方々に提題者をお引きいただくことができた。それぞれのご専門とご活動に照らし合わせて、以下のようなことをお伺いできればと考えている。
小玉氏には、ご専門のシティズンシップ教育についてのお話を海外での取り組みなども含めてご紹介いただくとともに、日本の授業（たとえば「道徳」や「倫理」や「公共」など）のなかでどのような形でシティズンシップ教育が行うことができるか、行われるべきだとお考えか、などといったことをお聞かせいただければと考えている。
　渡部氏には、ご自身が実践してこられた哲学カフェなどの活動のなかで、「シティズンシップ教育」と結びつきうる部分があるかどうか、そしてそれを学校の授業のなかに取り込むことは可能であるか、あるいは取り込むべきとお考えかどうか、などといったあたりをお聞かせいただければと思っている。
　奥田氏には、哲学者としてのお立場から、「シティズンシップ教育」の可能性と必要性についてどのように考えられるのか、また具体的に学校の授業のなかで行う場合にどのような形が有効だとお考えか、そしてその場合に哲学者のできることは何であるのか、などといったあたりの話を率直にお伺いしたいと考えている。
　もちろん、本ワークショップはそれ自体「哲学対話」の場でもあると私自身は考えているので、ご来場のみなさまからの意見もできる限りお伺いしてみたいと思っている。そのうえで、ありうべきシティズンシップ教育と哲学教育との関係についての思索を深めていく「探究の共同体」をみなさんとともに形成できれば、この上なき幸いである。
